
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  11999977 年年のの国国連連気気候候変変動動枠枠組組条条約約  第第 33 回回締締約約国国会会議議（（CCOOPP33））でで採採択択さされれたた京京都都議議定定書書ににはは、、先先進進国国のの温温室室効効果果

ガガスス削削減減目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置ととししてて、、「「ククリリーーンン開開発発メメカカニニズズムム（（CCDDMM））」」やや「「共共同同実実施施（（JJII））」」ななどどのの制制度度がが盛盛りり込込

ままれれままししたた。。本本年年 22 月月 1166 日日のの京京都都議議定定書書のの発発効効をを受受けけ、、CCDDMM//JJII 事事業業のの促促進進がが一一層層重重要要ととななっってていいまますす。。  
  環環境境省省及及びび（（財財））地地球球環環境境セセンンタターー（（GGEECC））でではは、、11999999 年年度度かからら CCDDMM//JJII 事事業業調調査査をを実実施施しし、、我我がが国国のの目目標標達達成成にに寄寄

与与すするるププロロジジェェククトトをを発発掘掘すするるととととももにに、、CCDDMM//JJII にに関関すするる国国内内・・国国際際ルルーールルのの策策定定にに必必要要なな知知見見をを蓄蓄積積ししててききままししたた。。  
  ここののシシンンポポジジウウムムでではは、、関関係係者者のの理理解解ををよよりり一一層層深深めめるるたためめ、、22000044 年年度度にに実実施施さされれたた CCDDMM//  JJII 事事業業調調査査ににつついいてて

報報告告すするるととととももにに、、CCDDMM//JJII にに係係るる重重要要なな論論点点ににつついいててパパネネルルデディィススカカッッシショョンンをを行行いいまますす。。  

《東京会場》 
 

日時 2005年8月22日（月） 

        13：00～16：30 （12：30受付開始） 

会場 ホテルグランドヒル市ヶ谷  新館3階 瑠璃の間  

 東京都新宿区市谷本村町4－1 

 

定員 500名   

《大阪会場》 
 

日時 2005年8月24日（水） 

        13：30～17：00 （13：00受付開始） 

会場 梅田スカイビル スペース36 Ｌ 

 大阪市北区大淀中1-1-30 

  梅田スカイビル タワーウエスト 36階 

定員 250名 

参 加 費  無 料 
（事前にお申込ください） 

 主 催 ：  環 境 省、 （財 ）地 球 環 境 センター（GEC） 
 後 援 ：  大 阪 府、 大 阪 市 （大阪会場のみ、予定） 

東京会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●JR総武線・地下鉄有楽町線・南北線・新宿線「市ヶ谷駅」より徒歩3分 
●JR総武線・中央線・地下鉄丸ノ内線・南北線「四ツ谷駅」より徒歩10分 

大阪会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ＪＲ「大阪駅」、阪急「梅田駅」からヨドバシカメラ北側の 
 地下歩道を通る。両駅より徒歩約10分。

環 境 省 

ご来場には公共交通機関をご利用ください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東京会場 プログラム 
 
8 月 22 日（月）  13:00～16:30 （12:30 受付開始） 
 

 
2004 年度 CDM/JI 事業調査報告 

(1) 北海道電力株式会社 
「タイ東部沿海地域工業団地バイオマス利用コジェ

ネレーション事業調査」 
(2) 株式会社大林組 

「タイにおける廃棄物メタン利用事業に関するプロ

ジェクト設計書作成調査」 
(3) みずほ情報総研株式会社 

「ポーランドの遊休製糖工場を活用した草本系バイ

オマス利用コージェネレーション事業調査」 
(4) 社団法人国際環境研究協会 

「ブラジル製糖廃棄物エネルギー転換事業調査」 
(5) 住友林業株式会社 

「インドネシア共和国東ジャワ州における地域住民

と協同で行う CDM 植林と小規模 CDM 植林事業

との比較検討調査」 
 
パネルディスカッション 
 「PDD 作成現場から（方法論と追加性に関して）」 
 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ： 平石 尹彦（㈶地球環境戦略研究機関）

 パ ネ リ ス ト： 松尾 直樹（ｸﾗｲﾒｰﾄ･ｴｷｽﾊﾟｰﾂ） 
  上記 5 社担当者 
 

大阪会場 プログラム 
 
8 月 24 日（水）  13:30～17:00 （13:00 受付開始） 
 

 
2004 年度 CDM/JI 事業調査報告 

(1) 鹿島建設株式会社 
「インドネシアにおける廃棄物処分場バイオガス回

収有効利用調査」 
(2) ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ株式会社 

「ｲﾝﾄﾞﾈｼｱにおける都市固形廃棄物発電事業調査」 
(3) 株式会社パウワウプール 

「タイにおけるひまわりを資源作物とするバイオディ

ーゼル油の製造に関する調査」 
(4) コンサベーション・インターナショナル 

「エクアドル・マチェ・チンデュル地域における地元コ

ミュニティの参画による「トリプル･ベネフィット型」再

植林 CDM 事業の PDD 作成調査」 
(5) 丸紅株式会社 

「カンボジア・モントギリ高原における再生可能エネ

ルギーCDM 事業可能性調査」 
 
パネルディスカッション 

「CDM/JI ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとホスト国の持続可能な発展への貢献」

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ： 平石 尹彦（㈶地球環境戦略研究機関）

 パ ネ リ ス ト： 上記 5 社担当者 
 

■参加申込方法 
 参加希望会場、氏名、所属、連絡先（電話番号、Eメールアドレスなど）をご記入の上、下記申込先まで（ホームペ

ージから、もしくはEメール、FAXにて）お申し込みください。その際、パネルディスカッションで取り上げてほしい質問

があれば書き添えてください。 
 尚、参加証・登録証は発行しませんので、あらかじめご了承ください。 
 

申込・問合せ先： （財）地球環境センター 「ＣＤＭシンポジウム」係 （申込締切：8月15日（月）） 
      ホームページ：http://gec.jp/jp   E メ ー ル：cdm-fs@gec.jp   FAX：06-6915-0181 
   （各会場とも、定員になり次第、受付を終了させていただきます。） 

 
※申込いただいた際に収集した個人情報は、本シンポジウムに関する事務連絡及び翌年度の案内送付にのみ使用し、他の目的

には一切使用しません。 

○ 希望会場： □ 東京  □ 大阪 

 
   （ふりがな） 

○ 氏  名：      

 

 

○ 所  属：      

 

 

○ 連絡先：      

  □TEL □ FAX □E メール 

温暖化対策 CDM/JI 事業調査シンポジウム 2005 参加申込書（FAX 送信用） 

質問があれば下に記入してください。 

□PDD の作成について（東京会場） 

□持続可能な発展について（大阪会場） 

      

      

      

      

      

      

      

      

       


